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教育目標 

学び確かに 心豊かに 体健やかに 

 

研究主題 

生き生きと学び合う子どもの育成 ＜３年次＞ 

～「教えて考えさせる授業」を通して、すべての子どもに「確かな学力」を～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県五教振】 

【やまがた 

コミュニケーション改革】 

【寒河江市教育振興計画】 

【保護者・地域の願い】 

確かな学力・豊かな人間性 

【子どもの実態】 

・基礎的基本的な学力の 

定着が弱い（算数） 

・個人の学力差が大きい 

・知識の活用が難しい 

【本校の緊急的な課題】 

◎基本的生活習慣の確立 

◎学びに向かう姿勢 

・学習規律の確立 

◎家庭・地域との 

学習上の連携 

教えて考えさせる授業 

～４つのステージ～ 

Ⅰ 予備的知識・ 

先行学習（しる） 

 

Ⅱ 理解確認（たしかめる） 

 

Ⅲ 理解深化（かんがえる） 

 

Ⅳ 自己評価（ふりかえる） 

【基礎学習の時間】 

・つくし学習 

計算等の基礎的な学

習・反復（スパイラル）

による習熟と定着 

【指導形態の工夫】 

少人数指導、TT の充実 

【家庭学習】 

・予習や復習、宿題 

・家庭学習の手引き活用 

（学び方の指導） 
【放課後学習】 

・学びのルームの活用 

【めざす子ども像】 

・基礎的な知識や技能を身につけ、活用していくことができる子ども 

・自分の考えを持ち、伝え合うことができる子ども 

・互いに学び合い、学習に意欲的な子ども 

これからの教育 

・習得と活用、探究のバランスのとれた学習活動 

・体験的活動、言語活動の充実 
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【研究の概要】 

１ 研究主題 

生き生きと学び合う子どもの育成  ＜３年次＞ 

      ～「教えて考えさせる授業」を通して、すべての子どもに「確かな学力」を～ 

 
２ 主題設定の理由 

   平成２３年度より完全実施となる新学習指導要領においては、「生きる力」の理念はそのまま

に、児童一人ひとりに「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育てることが求められていま

す。これは、本校の教育目標である「学び確かに 心豊かに 体健やかに」と直結しています。 
また、生きる力（知識・技能だけでなく、思考力・判断力・表現力・課題発見力・問題解決能

力、さらには、学ぶ意欲や学び方などを総合的にとらえた学力）の実現のために「習得・活用・

探究」「言語活動の充実」も重要視されています。 
こうした社会的情勢の下、本校の子どもたちは、以下のような点に弱さが見られました。 
 

①基礎・基本の定着にやや不十分な面があると共に、学習した内容を活用する能力に個人差が大

きい。 

②問題解決的な学習のよさを十分生かしきれず、新しい学習事項をていねいに教えたり、児童・

生徒の理解状況を確認したりすることが不十分なまま授業が進むという現状が見られ、そのた

め、理解に時間を要する子どもは自力解決もできず、討論にもついていけなかった。 

 
こうした実態を受け、本校では、昨年度より「教えて考えさせる授業」を授業改善の一つの方

法的な視点として取り組んできました。そして、以下のような成果が生まれました。 
 

＜子どもの成果＞ 
・課題に対して教師がわかりやすくていねいに教えるため、理解に時間を要する子どもも安心

して問題に取り組めたり、ノートの取り方がわかってきたりしている。 
   ＜教師の成果＞ 

    ・「この時間で何を教えるか」を，教師が明確に持つことがとても大切だと再認識できた。子

どもの実態から「何を教えるのか」「何を子どもに任せるか」を考えて授業を仕組むことの

大切さを改めて学ぶことができた。 

 

    つまり、「教えて考えさせる授業」をもとにした授業改善により、子どものみならず、教師の 

意識改革にもつながったのです。しかしながら、同時に課題も出ました。 

    

＜子どもの課題＞ 

    ・授業前半が教師の教えるという活動のため、どうしても、子どもが受身がちになってしまう。 

   ＜教師の課題＞ 

    ・単元や題材、また、子どもたちの実態によっては、教えて考えさせる授業が窮屈である。 

 

    先述したように、今回の学習指導要領では、基礎基本の習得と活用、探究が強く謳われていま 

す。日々の授業実践の中で、習得や活用が図られるために、「教える」とはどういうことか、「何 

をどう教えるのか、考えさせるのか」を常に念頭に置きつつ、昨年度に引き続き、「教えて考え 

させる授業」を通して、子どもたちの学ぶ意欲や学力を高めていきたいと考え、この主題を設定

しました。                    
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３ 研究の視点 

研究にあたっては、本校の子どもたちの実態から、教えるべきことをきちんと習得させ、問題解

決を通して、思考力、判断力、表現力を育てるべく、昨年度に引き続き「教えて考えさせる授業」

を、授業の一つの方法的な視点とします。 
教科書に示されているような基礎的な知識・技能を習得させ、活用できるようにすることは、日々

の授業のめざすところです。そして、教科書をこえたより高い質の学び合いをもめざしたいと思い

ます。確かな学力を育てて、めざす子ども像に迫るためには、学校として共通の視点に立つ授業を

展開しなければなりません。 
そのような観点から「教えて考えさせる授業の考え方」をよりどころにして、また、昨年度の課

題をクリアする南部スタイルを確立していきたいと考えています。 
 

４ 研究計画 

（１）「教えて考えさせる授業」について 

   「教えて考えさせる授業」とは、東京大学の市川伸一教授が提唱するものです。（p.11 提言参照） 
これまでの多くの授業は、児童・生徒が主体となり問題解決を行うことを目指して行われてきまし 

た。しかし実態は、すぐに理解できる子どもにとっては簡単すぎ、ゆっくり理解していく子どもに 

とってはどのように問題解決を行ってよいか分からないといった授業になりがちでした。その結果、 

理解の早い子どもは退屈し、理解の遅い児童・生徒は分からないまま時間だけを浪費してしまう現 

状であったと反省します。そこで、どの子どもにも基礎的・基本的事項の定着を図り、学習内容を 

より深く理解するために、授業の前半に「基本的な事項は教師から共通に教え」、授業の後半に 

「理解を深める課題によって問題解決や討論を行う」という授業の流れが「教えて考えさせる授業」 

といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ～長崎県教育教育センター「リーフレット」参考～ 

    これをもとに南部小では、教えて考えさせる授業を次のように定義することにしました。 
 
 
 
 
 

（２）基本的な単位時間の構成（「教えて考えさせる授業」モデル） 

   昨年度の実践からの反省点を取り入れ、以下のような点に留意しながら授業を作っていきたいと

思います。 

    ①授業作りの手順 
     ・本時の目標（ねらい）を明確にする。 
     ・ねらいに到達させるために、子どもに「何を教えるのか、考えさせるのか」を明確にする。 
     ・学習の途中で、きちんと理解しているか、理解度を図りながら授業を仕組む。 

教師が子どもの実態を的確に把握し、 
全体や個・グループに応じて、考えを深める上で必要な知識や技能内容を分かりやすく教え、

それを土台に、どの子も問題解決に向けてじっくり考えたり、学び合ったりする授業

 
教わる 

教わったことを 
説明したりする 

（理解を確かめる）

より理解を深める

発展問題を考え、

解く 

定着を確かめる 
（自己評価）

基礎基本の習得 基礎基本の活用 

な
る
ほ
ど
！ 

わ
か
っ
た
！ 

で
き
た
！ 
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②「教えて考えさせる授業」モデル（南部スタイル） 

段階 内 容 ○教師 と ・子ども 
 

 

教

え

る 

 
Ⅰ 
し 
 
る 

 
後半の、考

えるために

必要な知識

技能を教わ

る 
 

・予習の確認や例題を解く 
（無理のない程度） 

○具体物を用いるなど、解き方の説明を分

かりやすく工夫する。 
（受身にならないような工夫・ 
問題解決の必要感が生まれる工夫） 

 
 

 

 

 

 

 

考 

 

え 

 

さ 

 

せ 

 

る 

 
Ⅱ 
た 
し 
か 
め 
る 

 
教わったこ

とがわかっ

たどうか確

認する 

 
・例題の説明活動（ペアの教え合い等） 
○状況に応じて、補足説明や 
        間違いの補正をする。 
 
 
 
 
 

 
Ⅲ 
か 
ん 
が 
え 
る 

 
間違えやす

い問題や教

わったこと

を使って問

題を解く。 
 

 
・問題（応用的内容）を解く。 
・学び合い活動（小グループ等） 
・考え方の全体発表等。 
○状況に応じて指導する。 
 
 
 
 

 
Ⅳ 
ふ 
り 
か 
え 
る 
 

 
学習内容を

ふ り か え

る。 

 
・わかったこと、わからなかったこと 
 先生への質問など 書く。 
○理解状況を把握し、次時の指導の修正や 
 個別指導の資料とする。 
 

 

【昨年度の実践を受けての修正点】 

 

 

 

 

 

 

ポ イ ン ト 

領域単元の特性や子どもの実態に応じて 
A：１単位時間が「しる」のみ 
B：１単位時間が「しる」「たしかめる」まで 
C：２単位時間で「しる」～「ふりかえる」まで 

柔軟に構成する 

教えることが中心となる「習得

の授業」と問題解決を通して考

えさせることが中心の「活用の

授業」のバランスを柔軟に。 
→指導者の明確な 

授業構成が必要

新しい学習内容について 

理解度を確かめる 

※基本的な問題を課したり

説明させたりする。 
（ペア・小グループ等） 

 

新しい学習内容を 

ていねいに教える 

※一方的な説明ではなく 
「対話的な説明」をする。

理解度チェック 

 

教えた知識・技能を活用する

問題解決に取り組ませる 

※誤解しがちな問題、応用、

発展等の問題をさせる。 
（集団解決等） 

 

わかったことやわからなか

ったことを自己評価させる 

※理解状況をとらえて個別

指導にいかす。 
（メタ認知） 

理解度チェック 

理解度チェック 
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これまでの研究のあゆみ（平成22年度）

月 日 （曜日） 低学年 中学年 高学年 備考

4 21 水

5 17 月
職員会議後

５/２４の事前研

5 18 火

5 24 月

６－２　鈴木
ブロック研だが

共通理解のため
全体研②とする

授業改善プロジェクト

6 16 火 ひろのみなみ

6 21 月 １－２　真田 ４－１　渡辺
指導主事招聘
事後全体研③

6 30 水
村山教育事務所計画訪問

授業改善プロジェクト

7 27 火

8 18 水

9 15 水 ４－２　柏屋

9 27 月 ２－２　横山

10 15 金 ２－１　渋谷 ３－２　鈴木泰
５－１　土　田
５－２　長岡政

自主公開研究会
授業改善プロジェクト

11 10 水 ３－１　奥山 ６－１　阿部宏

指導主事招聘
授業改善プロジェクト

（研究の今後の方向性
≒事後全体研⑥）

1

－6－

        村山教育事務所「授業改善プロジェクト事業」への取り組み
・  5月24日（月）の授業研・事後研に参加→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後、6月30日（水）に算数をするクラスの事前研に参加
・  6月30日（水）計画訪問授業の事後研

【自主公開授業研究会に向けて】
・  8月１8日（水）の夏季研修で、10月15日（金）の事前研（低・中・高）
・  8月27日（金）　低学年事前研（太田指導主事来校）
・  9月10日（金）　中学年事前研（大場指導主事来校）
・  9月13日（月）　低学年事前研（太田指導主事来校）
・  9月27日（月）　高学年事前研（遠藤指導主事来校）
・10月15日（金）自主公開研への参加

校内全体研修会①

計画訪問のため、全クラス各教科授業

校内全体研修会⑤（2学期の方向性確認および授業改善プロジェクト）

６/３０（水）に向けての事前訪問（午前中）

校内全体研修会④(1学期の反省・共同指導案作成・DVD視聴研修）

校内全体研修会⑥（今年度の成果と課題および来年度の研究の方向性）
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【これまで職員間で話題になったこと】 

 

１ 予習について 

   昨年度までは、予習についてあまり深く議論せずに

授業実践を行ってきました。しかしながら、今年度、

教える段階でのコンパクト化を図るときに、どうして

も避けては通れないということがわかってきました。 

つまり、一時間の中で考えさせる時間を十分確保す

るためには、教える段階で、「教える内容」を厳選する

必要があること、そのためには、あらかじめ今日学習

する内容について、ある程度子どもたちが触れている

ことで、問題意識や学習への構えが生まれ、教える段

階がよりコンパクトで充実するということです。 

よって、予習しておくことは、昨年度までの「教える段階で、子どもたちが受身がちである。」と

いう部分をクリアできるのではないかと話し合われました。 

予習の度合いや方法については、各学年の実態に応じて、より狭いところでは各学級の実態に応じ

てとなりますが、以下のような実践が積み重ねられてきています。 

 

 

 

 

 

  予習とは、例えば、私たちが旅行に出かけるとした時に、「目的地までの行き方」だったり「名物

や名産」「有名な場所」だったりを、あらかじめ予備知識として知っておくことで、より充実した旅

行になることと同じ意味を持つのかもしれません。 

  ただし、低学年の児童にとっては、予習は難しいものであるとも話し合われました。よって、中学

年や高学年というように学年が上がるにつれ、徐々に予習といったものに慣れていければよいのでは

ないかと現在はとらえています。 

 

 

 

・教科書を読んでくる。   ・教科書の穴埋め問題を書き込んでくる。 

・教科書を丸写ししてくる。 ・予習プリントとして宿題として課す。 

・授業の始まる前、もしくははじめの時間に予習の時間をとる。   等 

予 習 授 業 

復 習 

予習→授業→復習の学習習慣のサイクル 

低 学 年 

中 学 年 

予 習 

予習→授業→復習の学習習慣のサイクル 

復 習 

予 習 

予習→授業→復習の学習習慣のサイクル 

授 業 

復 習 

予 習 

予習→授業→復習の学習習慣のサイクル 

高 学 年 
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2 「考えさせる段階」での理解深化問題や場はどのようなものがよいか 

  この「考えさせる段階」は、本校の研究テーマにもある「子どもたちの生き生きと学び合う姿」が

最も現れやすい場面でもあると同時に、授業の前半で「教えた内容」の習得を図る場面でもあります。 

 習得型の学習スタイルと言うと、どうしても教え込みの強いイメージがありますが、決してそうでは

ありません。 

さて、「考えさせる段階」での理解深化問題や場はどのようなものがよいか、ずっと議論されてき

ました。そして、私たちなりに、以下のような問題や場が適切ではないかとわかってきているところ

です。 

 

 

 

 

 

 

 もちろん、これがすべてというわけではありません。現在もなお、引き続きよりよい問題や場を模

索しているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 習得型学習スタイルでの「活用」とは何を意味するのか。 

・問題解決に必要な情報が多かったり少なかったりする問題 

・間違い探しで、どこが間違っているのかを問う問題 

・体験活動（算数的活動）を行い、試行錯誤して理解を深める場 

・教科書の発展問題 

・問題作り                       など 

理解深化 

理解
確認 

教わったこと 

考えること 

教わったことを使って、 

理解を深める問題を解く。 

（整合性のある問題を準備） 

「考える」という行為を通して 

教わったことの理解を確実にしていく。 

（習得する） 

本校でとらえる「活用」とは 

本校の授業スタイルは、いわゆる「習得型学習スタイル」です。その中で、「活用」といった場合、 

本校なりの定義をするならば、次のように共通理解することとしました。 

「教わったこと（知識・理解）を使って、問題を考えること」 

理解深化問題を解く中で、教えたことに振りかえらせて、習得を図ること。つまり、教わったことと考

えることが、子どもたちの中で行きつ戻りつする状態を活用しているととらえます。 

やっぱり 

～なんだ。 

なんだか 

難しそうだぞ。 

さっき教えてもらっ

たことを使えばでき

そうだ。 

ぼくは～なんだけど、○○

さんは～と考えるのはなぜ

なのかな。 
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4 「確かな学力」とは、何をさすのか 

   研究のサブテーマにある「確かな学力」とは何を指し示すのかが話題になったことがあります。そ

こで、本校では「確かな学力」を「基礎・基本をしっかりとらえている姿」とイメージしています。 

  では、「基礎・基本」とは一体何でしょう。従来ですと「知識・理解・技能」あたりを指し示してい

たように思いますが、本校では、「知識・理解・技能」にプラスして「思考力・判断力・表現力・コミ

ュニケーション力・学ぶ意欲（姿勢）等」といったものも含めたいと考えているところです。 

 「なんだ、すべてじゃないか。」と思われるでしょう。しかし、知識・理解・技能といったものは、単

独で獲得できるものではなく、上述したような総合的な、複合的な力が融合し合って初めて、真に力

がつくものと言えるのではないでしょうか。（≒生きる力の実現） 

繰り返しますが、「教えて考えさせる授業」では、初めに教師から学び、その内容を使って理解深化

問題を解くという活動が入ります。 

ここで、友達とかかわり合い、自分の考えを表現したり正誤を判断したりすることで、教わったこ

とがよりしっかりと習得できたという状態になるのでしょう。 

しかしながら、本校ではそれぞれの力を育成していくための視点がまだ明確ではありません。具体

的に言えば、友達にわかりやすく説明するための系統などがまだ学校として統一されていない現状で

あります。ここは、私たちの今後の課題の一つとなっているところです。 

 

知識・理解・技能の確かな習得 

（基礎基本をしっかりとらえている姿） 

表現
力 

判断
力 

思考
力 

コミュニケーション力 
学ぶ意欲 
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  べんきょう の すすめかた  

１ テレビなどは けしましょう。 
 

２ しゅくだいを しっかりやります。 

① じは，ちからをいれて しっかり ていねいに かきます。 

② ノートは したじきをして つかい，ひづけを かきます。 

③ どうしても わからない ところは，せんせいに ききましょう。 
 

 

３ ほんよみをします。 
 

・こくごのきょうかしょ，かんなんテキストなど，すらすらよめるようになるまでれんしゅ 

うしましょう。 ・おおきなこえで，ゆっくり，はっきり よみましょう。 

  ・かいわぶんなどは，きもちをこめてよみましょう。 

  ・さんすうの きょうかしょも，つぎにべんきょうするところを 

よみましょう。 
 

 

４ しゅくだいが おわったら，じしゅべんきょうを します。 

 

◇こくご 

  ・ひらがな，かたかなれんしゅう（ことばあつめ，しりとり） 

   ・かんじれんしゅう（ドリル，ぶんつくり），さくぶん 

 

◇さんすう 

   ・けいさんれんしゅうもんだい（ドリル，きょうかしょなど） 

  ・ぶんしょうもんだいづくり（しきと こたえも） 

・ながさしらべ 

  
 

◆べんきょうがおわったら 

  ○べんきょうしたことを，おうちのひとに みてもらい 

ましょう。 

  ○えんぴつをけずり，あしたのじゅんびをしましょう。 

宿題
しゅくだい

は学習を確
たし

かに身
み

につけ，家庭
か て い

学習
がくしゅう

を毎日
まいにち

する習慣
しゅうかん

を育
そだ

てます。 

【お家の方へ】 

☆音読・暗唱を聞いて，励ま

してあげてください。 

☆お子さんの学習に毎日目を

通してあげてください。 

☆疑問な点，不明な点，学校

への要望（ここがよくわかっ

ていないようだ）等，お気づ

きの点は担任へもお知らせ

ください。 
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  勉 強 の 進 め 方  

１ テレビなどは消
け

しましょう。 
 

２ 宿題
しゅくだい

をしっかりやります。 

① 文字や数字は，力を入れてしっかりていねいに書きます。 

② ノートは下じきをして使い，日づけを書きます。 

③ わからないところは，調
しら

べたり図をかいたりしてときます。 
 

３ 本読みをします。 
 

・国語の教科書，かんなんテキストなど，すらすら読めるようになるまで練習しましょう。 

 ・大きな声で，ゆっくり，はっきり読みましょう。 

  ・会話文などは，気持ちをこめて読みましょう。 

  ・暗唱にちょうせんしましょう。        

・算数は次の日に学習する問題を読みましょう。 
 

４ 宿題が終わったら，自主
じ し ゅ

勉強
べんきょう

をします。 

◇国語の例 

  ・教科書の文をていねいにノートに写す。 

   ・今日あった出来事などを日記や作文に書く。 

・新しく習った漢字や覚えていない漢字を言葉や文にする。 

◇算数の例 

   ・計算ドリルをする。（自分で○をつけ，まちがいはもう 

一度やる。すらすらできるまでやる。） 

   ・テストやプリントでまちがった問題をノートに写して， 

もう一度とく。 

◇その他… 

   ・わからない言葉があったら，国語辞典で調べる。 

   ・山形県の市町村名，都道府県名を読んだり書いたりする。 

   ・ローマ字でいろんなものを書いてみる。   
 

◆勉強が終わったら 

  ○勉強したことを，お家の人にみてもらいましょう。 

  ○連絡カードの音読のらんに，しるしをもらいましょう。 

  ○えんぴつをけずり，明日のじゅんびをしましょう。 

宿題
しゅくだい

は学習を確
たし

かに身
み

につけ，家庭
か て い

学習
がくしゅう

を毎日
まいにち

する習慣
しゅうかん

を育
そだ

てます。 

【お家の方へ】 

☆音読・暗唱を聞いて，励ま

してあげてください。 

☆お子さんの学習に毎日目を

通してあげてください。 

☆疑問な点，不明な点，学校

への要望（ここがよくわかっ

ていないようだ）等，お気づ

きの点は担任へもお知らせ

ください。 
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  勉 強 の 進 め 方  

１ テレビなどは消しましょう。 
 

２ 宿題をしっかりやります。 

① 文字や数字は，力を入れてしっかりていねいに書きます。 

② ノートは下じきをして使い，日づけを書きます。 

③ 分からないところは，調べたり図をかいたりして解きます。 
 

３ 本読みをします。 
 

・国語の教科書，かんなんテキストなど，すらすら読めるようになるまで練習しましょう。 

 ・大きな声で，ゆっくり，はっきり読みましょう。 

  ・登場人物の気持ちや場面の様子，段落に何が書いてあるか， 

考えながら読みましょう。 

  ・詩や短歌・俳句などは，暗唱に挑戦しましょう。        

・算数は次の日に学習する問題を読みましょう。 
 

４ 宿題が終わったら，自主勉強をします。 

◇国語の例 

  ・教科書の文をていねいにノートに写す。 

   ・今日あった出来事などを日記や作文に書く。 

・新しく習った漢字や覚えていない漢字を言葉や文にする。 

◇算数の例 

   ・計算ドリルをする。（自分で○をつけ，まちがいはもう 

一度やる。すらすらできるまでやる。） 

   ・テストやプリントでまちがった問題をノートに写して， 

もう一度とく。 

◇その他… 

   ・わからない言葉があったら，国語辞典や漢字辞典で調べる。 

   ・新聞記事や図書の本を読む。   
 

◆勉強が終わったら 

  ○勉強したことを，お家の人にみてもらいましょう。 

  ○連絡カードの音読のらんに，しるしをもらいましょう。 

  ○えんぴつをけずり，明日のじゅんびをしましょう。 

宿題は学習を確かに身につけ，家庭学

習を毎日する習慣を育てます。 

【お家の方へ】 

☆音読・暗唱を聞いて，励ま

してあげてください。 

☆お子さん本人に任せている

ということなく，学習に毎日

目を通してあげてください。 

☆疑問な点，不明な点，学校

への要望（ここがよくわかっ

ていないようだ）等，お気づ

きの点は担任へもお知らせ

ください。 
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